
(57)【要約】

【課題】発明が解決しようとする課題は、アンチモンを

実質上含まない、純鉛あるいは鉛合金からなる圧延シー

トを加工して得た格子を用いた鉛蓄電池において、正極

格子の腐食による劣化を低減し、より長寿命を有する鉛

蓄電池を提供することにある。

【解決手段】実質上アンチモンを含まない純鉛あるいは

鉛合金の圧延シートを加工して得た格子を用いた鉛蓄電

池において、格子を形成する桟幅がシート厚みの１．２

倍以上である格子を備えたことを特徴とするものである

。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
実 質 上 ア ン チ モ ン を 含 ま な い 純 鉛 あ る い は 鉛 合 金 か ら な る 圧 延 シ ー ト を 加 工 し て 得 た 格 子
を 用 い た 鉛 蓄 電 池 に お い て 、 格 子 を 形 成 す る 桟 幅 が 前 記 シ ー ト 厚 み の １ ． ２ 倍 以 上 で あ る
格 子 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 鉛 蓄 電 池 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
鉛 蓄 電 池 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
現 在 、 鉛 蓄 電 池 は 自 動 車 用 や 産 業 用 を は じ め と し て あ ら ゆ る 分 野 で 用 い ら れ て お り 、 軽 量
化 、 コ ス ト ダ ウ ン 、 メ ン テ ナ ン ス フ リ ー 化 、 長 寿 命 化 、 品 質 の 安 定 化 等 が 強 く 求 め ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
近 年 、 メ ン テ ナ ン ス フ リ ー 特 性 が 重 要 視 さ れ て き て お り 、 格 子 材 質 と し て 実 質 上 ア ン チ モ
ン を 含 ま な い 純 鉛 あ る い は 鉛 合 金 が メ ン テ ナ ン ス フ リ ー 化 に 適 し た 特 性 を 有 し て い る こ と
か ら よ く 使 用 さ れ る よ う に な っ て き た 。 特 に 、 セ パ レ ー タ に 液 を 含 浸 ・ 保 持 さ せ 流 動 液 の
な い 無 漏 液 タ イ プ の 制 御 弁 式 （ 密 閉 式 ） 鉛 蓄 電 池 は 、 メ ン テ ナ ン ス フ リ ー 特 性 に 加 え て 無
漏 液 の 特 性 を 有 し て い る こ と か ら あ ら ゆ る 分 野 で の 用 途 が 拡 大 し て い る 。 こ れ ら の 蓄 電 池
の 格 子 に も 通 常 、 ア ン チ モ ン を 実 質 上 含 ま な い 純 鉛 あ る い は 鉛 合 金 が 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
実 質 上 ア ン チ モ ン を 含 ま な い 純 鉛 あ る い は 鉛 合 金 を 用 い た 格 子 は 、 従 来 、 重 力 鋳 造 法 で 製
造 さ れ て い た が 、 近 年 、 生 産 性 の 向 上 を 図 る た め 圧 延 シ ー ト を エ キ ス パ ン ド 法 あ る い は 打
ち 抜 き 法 に よ っ て 格 子 に 加 工 さ れ る こ と が 多 く な っ て き た 。 特 に 、 制 御 弁 式 （ 密 閉 式 ） 鉛
蓄 電 池 の 内 、 長 尺 正 ・ 負 極 板 間 に セ パ レ ー タ を 介 し て 巻 回 し た 円 筒 型 鉛 蓄 電 池 で は 、 上 記
圧 延 シ ー ト を エ キ ス パ ン ド 法 あ る い は 打 ち 抜 き 法 に よ っ て 得 た 格 子 が 長 尺 極 板 に 加 工 し 易
い こ と か ら 該 蓄 電 池 の 主 流 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 前 記 圧 延 シ ー ト を エ キ ス パ ン ド 法 あ る い は 打 ち 抜 き 法 に よ っ て 格 子 に 加 工 さ れ
た 極 板 群 を 用 い た 鉛 蓄 電 池 の 改 良 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
鉛 蓄 電 池 の 使 用 中 に お け る 主 要 劣 化 モ ー ド は 正 極 格 子 の 腐 食 で あ る 。 す な わ ち 、 正 極 格 子
は 、 開 回 路 の 状 態 で も 電 位 の 高 い 正 極 活 物 質 と 常 時 接 し て い る た め 、 常 に 腐 食 さ れ る 環 境
に あ る 。 充 電 時 に は 充 電 過 電 圧 が 加 わ る た め 、 腐 食 は さ ら に 加 速 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
実 質 上 ア ン チ モ ン を 含 ま な い 純 鉛 あ る い は 鉛 合 金 を 圧 延 し た シ ー ト を 加 工 し て 得 た 格 子 の
微 細 組 織 は 層 状 組 織 が 形 成 さ れ て い る 。 前 記 主 要 劣 化 モ ー ド で あ る 正 極 腐 食 は 、 層 状 組 織
に 沿 っ て 進 行 し 、 該 層 状 組 織 が 剥 離 し て い く 現 象 が 見 ら れ る 。 格 子 は 、 集 電 体 と し て の 機
能 と 活 物 質 を 保 持 す る 機 能 を 持 っ て い る が 、 前 記 腐 食 が 進 め ば こ れ ら の 機 能 が 低 下 し て 蓄
電 池 の 容 量 を 低 下 さ せ る こ と に な る 。 本 発 明 は 、 ア ン チ モ ン を 実 質 上 含 ま な い 純 鉛 あ る い
は 鉛 合 金 か ら な る 圧 延 シ ー ト を 加 工 し て 得 た 格 子 の 腐 食 の 改 善 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 ア ン チ モ ン を 実 質 上 含 ま な い 純 鉛 あ る い は 鉛 合 金 か ら な
る 圧 延 シ ー ト を 加 工 し て 得 た 格 子 を 用 い た 鉛 蓄 電 池 に お い て 、 正 極 格 子 の 腐 食 を 低 減 し 、
よ り 長 寿 命 特 性 を 有 す る 鉛 蓄 電 池 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 は 、 請 求 項 １ に よ れ ば 、 実 質 上 ア ン チ モ ン を 含 ま な い 純 鉛 あ る
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い は 鉛 合 金 か ら な る 圧 延 シ ー ト を 加 工 し て 得 た 格 子 を 用 い た 鉛 蓄 電 池 に お い て 、 格 子 を 形
成 す る 桟 幅 が 前 記 シ ー ト 厚 み の １ ． ２ 倍 以 上 で あ る 格 子 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る も の で
あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
発 明 者 は 、 前 記 、 実 質 上 ア ン チ モ ン を 含 ま な い 純 鉛 あ る い は 鉛 合 金 か ら な る 圧 延 シ ー ト を
加 工 し て 得 た 格 子 を 用 い た 鉛 蓄 電 池 の 正 極 格 子 の 腐 食 形 態 を 観 察 ・ 調 査 し 、 腐 食 が シ ー ト
の 厚 み 方 向 よ り も 桟 幅 に 沿 っ て 進 行 す る こ と を 見 出 し た 。 本 発 明 は そ の 知 見 に 基 く も の で
、 正 極 格 子 の 腐 食 が 格 子 の 横 方 向 、 す な わ ち 、 シ ー ト の 厚 み 方 向 よ り も 桟 幅 に 沿 っ て 優 先
的 に 進 行 す る こ と か ら 格 子 を 形 成 す る 桟 幅 を シ ー ト 厚 み の １ ． ２ 倍 以 上 に す る こ と が 格 子
の 劣 化 を 低 減 す る の に 効 果 的 で あ る こ と が わ か っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ こ で の 実 質 上 ア ン チ モ ン を 含 ま な い と は 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｈ ２ １ ０ ５ で 規 定 さ れ る 鉛 地 金 の 不
純 物 と し て 含 有 さ れ る ア ン チ モ ン が 基 準 量 以 下 の こ と を い う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 純 鉛 と は Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｈ ２ １ ０ ５ で 規 定 さ れ る 鉛 地 金 の 不 純 物 と し て 含 有 さ れ る ア ン チ
モ ン は 勿 論 、 他 の 各 種 金 属 が 基 準 量 以 下 の 鉛 の こ と を い う 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は 、 従 来 の 圧 延 シ ー ト を 加 工 し て 得 た 円 筒 型 鉛 蓄 電 池 用 格 子 の 一 例 を 示 す （ ａ ） 要 部
上 面 図 お よ び （ ｂ ） Ａ － Ａ 断 面 図 で 、 １ は 格 子 耳 部 、 ２ ａ は 横 桟 、 ２ ｂ 縦 桟 、 ３ は シ ー ト
厚 み 、 ４ は マ ス 目 を そ れ ぞ れ 示 す 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 示 す る よ う に 、 従 来 は 横 桟 ２ ａ お よ び 縦 桟 ２ ｂ の 幅 と シ ー ト 厚 み ３ と が ほ ぼ 同 じ 寸 法 に
製 作 さ れ て い た 。 こ の 場 合 、 特 に 横 桟 幅 に 沿 っ て 腐 食 が 進 行 す る 傾 向 が あ り 、 桟 が 折 損 さ
れ 寿 命 に な る こ と が あ っ た 。 し た が っ て 、 本 発 明 で は 、 シ ー ト 厚 み に 対 し て 桟 幅 を １ ． ２
以 上 に す る こ と に よ っ て 腐 食 の 進 行 に よ る 格 子 劣 化 を 低 減 し よ う と す る も の で あ る 。 以 下
、 実 施 例 に よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 実 施 例 】
本 発 明 の 効 果 を 明 確 に す る た め に 以 下 の 試 験 を 行 っ た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
鉛 － １ 質 量 ％ ス ズ 合 金 か ら な る 厚 み ０ ． ６ ｍ ｍ の 圧 延 シ ー ト を 打 ち 抜 い た 格 子 に お い て 、
桟 の 幅 が ０ ． ６ ｍ ｍ （ 桟 幅 ／ シ ー ト 厚 み ＝ １ ． ０ ） 、 ０ ． ７ ５ ｍ ｍ （ 桟 幅 ／ シ ー ト 厚 み ＝
１ ． ２ ５ ） 、 ０ ． ８ ５ ｍ ｍ （ 桟 幅 ／ シ ー ト 厚 み ＝ １ ． ４ ２ ） を 有 す る ３ 種 類 の 格 子 を 製 作
し た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
上 記 格 子 を 用 い て 、 通 常 の 方 法 で 正 ・ 負 極 板 を 製 作 し た 。 極 板 厚 み は 正 ・ 負 極 共 １ ． ０ ｍ
ｍ と し 、 セ パ レ ー タ は 平 均 直 径 約 １ μ ｍ の ガ ラ ス 繊 維 か ら な り 、 ５ ０ ｋ Ｐ ａ で 加 圧 し た 時
の 厚 み が ０ ． ８ ｍ ｍ の ガ ラ ス セ パ レ ー タ を 用 い 、 ５ ０ ｋ Ｐ ａ の 圧 力 を か け て 前 記 極 板 と 共
に 巻 回 し 、 定 格 容 量 １ ０ Ａ ｈ の 円 筒 型 制 御 弁 式 鉛 蓄 電 池 を 製 作 し た 。 上 記 蓄 電 池 を 用 い て
下 記 の 条 件 で 試 験 を 行 っ た 。
（ 試 験 条 件 ）
２ ５ ℃ 気 相 中 、 過 充 電 電 流 １ Ａ の 過 充 電 試 験 を 行 い 、 １ ０ ０ ｈ 毎 に ３ ０ Ａ で 終 止 電 圧 １ ．
５ Ｖ ／ 単 電 池 （ セ ル ） ま で 放 電 を 行 い 、 蓄 電 池 の 性 能 を 評 価 し た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
試 験 結 果 を 図 ２ に 示 す 。 結 果 が 示 す よ う に 、 シ ー ト 厚 み に 対 す る 桟 幅 の 比 率 を 現 状 の １ ．
０ か ら １ ． ２ 以 上 の １ ． ２ ５ お よ び １ ． ４ ２ に し た も の は 過 充 電 寿 命 特 性 が 改 善 さ れ た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
８ ０ ０ ｈ の 時 点 で 各 試 験 蓄 電 池 １ 個 を 解 体 し て 正 極 格 子 の 腐 食 状 態 を 調 査 し た 結 果 、 桟 幅
に 沿 っ て 層 状 腐 食 が 進 行 し て お り 、 桟 幅 を ０ ． ６ ｍ ｍ （ 桟 幅 ／ シ ー ト 厚 み ＝ １ ． ０ ） と し
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た 従 来 品 は 桟 部 に 金 属 の 鉛 分 が 残 っ て お ら ず 完 全 に 腐 食 さ れ て い た 。 本 発 明 の 桟 幅 ／ シ ー
ト 厚 み ＝ １ ． ２ 以 上 に し た 他 の 蓄 電 池 で は 桟 部 に ま だ 金 属 の 鉛 分 が 残 っ て い た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
な お 、 本 発 明 で は 、 実 質 上 ア ン チ モ ン を 含 ま な い 純 鉛 あ る い は 鉛 合 金 か ら な る 圧 延 シ ー ト
を 加 工 し て 得 た 格 子 に つ い て 説 明 し た が 、 前 記 シ ー ト に 純 鉛 あ る い は 鉛 合 金 か ら な る 箔 を
貼 り 付 け た 後 、 圧 延 し た シ ー ト を 加 工 し て 得 た 格 子 に つ い て も 、 本 発 明 の 効 果 が 得 ら れ る
こ と を 発 明 者 は 確 認 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
ア ン チ モ ン を 実 質 上 含 ま な い 純 鉛 あ る い は 鉛 合 金 か ら な る 圧 延 シ ー ト を 加 工 し て 得 た 格 子
に お い て 、 シ ー ト 厚 み に 対 す る 格 子 を 形 成 す る 桟 幅 の 比 率 を １ ． ２ 以 上 に す る こ と に よ り
正 極 格 子 の 腐 食 に よ る 劣 化 が 低 減 さ れ よ り 長 寿 命 性 能 の 蓄 電 池 が 得 ら れ 、 そ の 工 業 的 効 果
が 大 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 従 来 の 圧 延 シ ー ト を 加 工 し て 得 た 格 子 の （ ａ ） 上 面 図 ， （ ｂ ） Ａ － Ａ 断 面 図 。
【 図 ２ 】 桟 幅 ／ シ ー ト 厚 み の 比 率 を 変 え た 場 合 の 過 充 電 試 験 の 結 果 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 格 子 耳 部
２ ａ 　 横 桟
２ ｂ 　 縦 桟
３ 　 シ ー ト 厚 み
４ 　 マ ス 目
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